
１ 日 時    令和２年１２月２日（水）１５：００～１５：５０ 
２ 学年・学級  ２年 C 組（男子１９名 女子１７名 計３６名） 

３ 場 所    ２年 C 組教室 
４ 単元について 

 

 
本単元は，中学校学習指導要領 社会 地理的分野（３）日本の諸地域④に基づき設定した。 

「日本の諸地域」では，「次の①から⑤までの考察の仕方を基にして，空間的相互依存作用や地域など

に着目して，主題を設けて課題を追究したり解決したりする活動を通して，以下のア及びイの事項を身

に付けることができるよう指導する。」としている。中学校学習指導要領解説社会編（平成２９年）で

は，この中項目のうち，「④交通や通信を中核とした考察」については，「中核となる事象の成立条件を，

地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と有機的

 
 

中国・四国地方 

～しまなみ海道が尾道にどのような影響を与えたのか～ 

社会科 第２学年 尾道市立高西中学校 指導者 田中 達朗 

単
元
名 

本校の育成する資質・能力 知識・技能 思考力・判断力・表現力 

（3）日本の諸地域  
次の①から⑤までの考察の仕方を基にして，空間的相互依存作用や地域などに着目して，主

題を設けて課題を追究したり解決したりする活動を通して，以下のア及びイの事項を身に付け

ることができるよう指導する。  
①  自然環境を中核とした考察の仕方  
②  人口や都市・村落を中核とした考察の仕方 
③  産業を中核とした考察の仕方  
④  交通や通信を中核とした考察の仕方  
⑤  その他の事象を中核とした考察の仕方  
ア   次のような知識を身に付けること。  
（ア）幾つかに区分した日本のそれぞれの地域について，その地域的特色や地域の課題を理

解すること。  
（イ）①から⑤までの考察の仕方で取り上げた特色ある事象と，それに関連する他の事象や，

そこで生ずる課題を理解すること。  
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。  
（ア）日本の諸地域において，それぞれ①から⑤までで扱う中核となる事象の成立条件を，

地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生

ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現すること。 

主体性・協働性 

単元観 
 



に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現すること」としている。 
 本単元では，高速交通手段の整備によって他地域との結びつきが深まった反面，その結果もたらされ

る経済的な地域の変容が発生する「ストロー現象」に関する考察を通して，多面的・多角的に考察させ

る構成となっている。 
 
 
 

令和２年度６月実施標準学力調査に以下のような問題が出題されていた。 
グラフはこの問題の通過率を全国，校内と比較したものである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学級の生徒は，日頃から落ち着いて学習に取り組むことが出来ている。また，グループワーク

等の活動でも，積極的に，事象について話合い，課題に対してより良い解決策を見つけようと努力

をすることができる。しかし，複数の資料を読み取る活動では，欠かせない部分を読み取り落して

しまうなど，多面的・多角的に考察するという点に課題がみられる。また，令和 2 年度の標準学力

調査においてもその課題が影響していることが読み取れる。この問題は，摂関政治と国風文化の理

解をもとに，複数の資料を読み取り判断する問題である。難しい資料の読み取りがあるわけでもな

い。これは，複数の資料を関連付けて，結論を見いだす活動に慣れていないことが考えられる。ま

た，本県の公立高校の入試問題は，ほとんどが複数の資料から解答を導き出していく問題であるこ

とからも，克服していかなければならない。 
 
 

生徒観（調査結果等から見る課題） 
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41.7 41.7

通過率

全国
校内
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本単元では，生徒に「ストロー現象」という事象を通して，高速道路や橋などの交通網が地域社会

に与える影響に関して，多面的・多角的に考察させていきたい。そのために，「ストロー現象」の理

解には二つの立場を設定する必要性がある。まず，消費者の立場からは，社会資本の整備によって，

移動時間の短縮等に表される交通の便がよくなり，交通にかかるコストがリーズナブルになり，消費

の選択幅が広がるというメリットがある。逆に地元商店街などの小売店は，売り上げが下がり，他地

域から出店してきた小売店との競争が激化し，衰退するというデメリットである。この両者の立場か

らの理解を生徒にさせたい。本単元では，瀬戸大橋と明石海峡大橋に関して学習したのち，生徒にと

って最も身近であり，他の２本の橋に比べ，観光面が特徴的である，しまなみ海道に焦点化し，指導

を行う。立場によって賛否が分かれる交通網の発達に関して，生徒がどの立場から，自分の考えを述

べさせるかを考えさせることで，多面的・多角的な視点を身につけさせたい。また，生徒の課題であ

る，多数の資料を読み取り，関連付けることが苦手な点に関しては，それぞれの資料のポイントを可

視化させなど，ワークシートの工夫をすることで，生徒に課題について考えさせる補助をしていく。 
 

 
 
  
○中国・四国地方について，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究しようと

している。【学びに向かう人間性】 
〇中国四国地方において交通を中核に設定した事象の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，

人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題と有機的に関連付けで多面的・多角的に考

察し，表現しようとしている。【思考力・判断力・表現力】 
〇中国・四国地方の地域的特色を本州四国連絡橋や高速道路等の社会資本整備の影響を通して理解する

ことができる。【知識・技能】 
 

 
 
 

資質・能力 本校が育成を目指す 
資質・能力 

本校が育成を目指す資質・能力を身に 
付けさせるための手立て 

主体性・協働性 ○地元の課題について，主体的

に考えることができる。 

・自分たちの身近にある，しまなみ海

道を中心に考えることで，学ぶ必要性

を感じさせる。 
思考力・判断力 

・表現力 

○交通網の発達が地域に与える

影響について，多面的・多角的

に考察し，自己の考えを表現す

る力。 

・ワークシートの工夫をする。 

知識・技能 ○交通網が発達することによっ

てもたらされるメリット・デメ

リットについての理解。 

・視覚教材を使うことで理解を促す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元の目標 

（３）指導観（指導改善のポイント） 
 

本校で育成を目指す資質・能力と評価規準との関わり 

 



 
 
 
 
 
 
 

主体性・協働性 思考力・判断力・表現力 知識・技能 

 
① しまなみ海道が，尾道市に与

えた影響について，自分事と

して考えている。 
② 「ストロー現象」が地元の尾

道でも発生する事象であるこ

とに気づき，自分事として考

えている。 

① 交通網の発達が地域に与え

る影響について，多面的・

多角的に考察し，自分の考

えを述べることができてい

る。 

 
① 中国・四国地方の地形につ

いて，地図帳で読み取り，

白地図に表すことができて

いる。 
② 交通が地域社会に与える影

響について理解している。 
③ しまなみ海道がもたらす影

響を複数の資料から読み取

っている。 
 

次 学習内容 

評     価 

評価規準（評価方法） 

単元を貫く問い 交通網の発達は中国四国地方にどのような影響を与えたのだろう。 

１ 

 中国・四国地方の自然環境 
○地形・交通網 
○気候 

中国・四国地方の地形について，地図帳で読み取り，白地

図に表すことができている。［知①］（ワークシート） 
 

２ 

本州四国連絡橋がもたら
すメリット 

 
〇経済効果 
〇物流の促進 

交通が地域社会に与える影響について理解している。［知

①］（ワークシート） 

３ 
本州四国連絡橋がもたら
すデメリット 

 
〇ストロー現象 
 

交通が地域社会に与える影響について理解している。［知

②］（ワークシート） 

４ 

 しまなみ海道が尾道市に
与える影響（１/２本時） 

○しまなみ海道が関係地域に

もたらしたメリット・デメリ

ット 

交通が地域社会に与える影響について理解している［知②］ 
しまなみ海道がもたらす影響を複数の資料から読み取って

いる。［知③］(ワークシート．振り返りシート) 
 
 
 交通網の発達が地域に与える影響について，多面的・多角的

に考察し，自分の考え述べることができている。［思①］（ワ

ークシート・行動観察） 

指導と評価の計画 

単元の評価規準 



 

 

 

 

 

 

（１）本時の目標  交通網の発達が地域に与える影響について，多面的・多角的に考察し，自分の考

えを述べることができている。（思考力・判断力・表現力） 

 

（２）準備物   

   教科書，ワークシート，プロジェクター，ホワイトボード  

  

（3）学習の展開 

５ 

 まとめ 
 

「ストロー現象」が地元の尾道でも発生する事象であること
に気づき，自分事として考えている。［主①］(振り返りシ
ート) 

 
交通網の発達が地域に与える影響につい  て，多面的・
多角的に考察し，自分の考えを，他者に伝わるように述べ
ることができている。［思①］（振り返りシート） 

単元を貫く問いの解決 
 交通網の発達は，製品の輸送が簡単になることによる販路の拡大や，交通にかかるコストがリーズ
ナブルになり，消費の選択幅が広がるというメリットがある一方，地元商店街などの小売店は，売り
上げが下がり，他地域から出店してきた小売店との競争が激化し，衰退するというデメリットがあり，
橋の開通などの交通網の発達が手放しで喜べるものではない。しかし，しまなみ海道では，サイクリ
ングなどの観光資源に魅力があり，人を引きつける力があるため，ストロー現象の影響を受けやすい，
島しょ部でも一定の経済効果を上げている。 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

（◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手だて）  

評価規準〔観点〕 

★資質・能力（評価方法） 

１ 既習事項の確認。 

前時の確認 ◇前時までに作成したワークシートを準備

させる 

 

 

 

 

２ めあての確認 

 

 

 

 

  

３ 本時の課題を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

４ 本時の課題の予想を立てる 

これまでの学習を活かし，し ◇これまでの学習を根拠に書かせる  

本時の学習 

めあて：交通網の発達が地域社会に与える影響について理解できる。 

 

 

 

学習課題：しまなみ海道は尾道市にどのような影響を与えているか，複数の資料を

もとに，立場を決めて，その理由を説明しよう。 



まなみ海道が尾道市にどのよ

うな影響を与えているか，予

想を立てる。 

 

◇違う考えの予想を３人程度発表させる

（意図的指名） 

５ 資料の確認 

本時の資料の内容を確認す

る。 

◇しまなみ海道の経済効果や人口流出に関

する資料の確認をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 情報を整理・分析し,課題解決をする。 

しまなみ海道に関する資料を

読み取り，課題に対する自分

の考えを文章化していく。（個

人） 

◇複数の資料を，できるだけ多く組み合わ

せて説明するようにさせる。 

◆書き方の型を提示する 

 「しまなみ海道は・・・だが，○〇とい

う課題もある。しかし，□□を生かし

て，島しょ部でも経済効果を与えてい

る。」 

 

 

 

・しまなみ海道がもたら

す影響を複数の資料から

読み取っている。 

【ワークシート】 

★知識・技能 

 

７ 小集団活動 

四人グループで，自分のまと

めを順番に発表する。 

 

◇他の生徒の重点に置いているポイントを

色ペンで記入させる。 

◇机間指導で３名程度、良い視点をしてい

る生徒をピックアップしておき発表させ

る。 

・交通網の発達が地域に

与える影響について，多

面的・多角的に考察し，

自分の考えを述べること

ができている。 
【行動観察】 

★思考・判断・表現 

８ 個人思考 

 

 

 

 

◇活動７で得た視点を新たに取り入れ、最

終的なまとめを記入する。 

・交通網の発達が地域に

与える影響について，多

面的・多角的に考察し，

自分の考えを述べること

資料１ 人口に関する資料 
資料２ しまなみ海道開通によるレモン収穫量の増加 
資料３ しまなみ海道移住者に関する資料 
資料４ 観光に関する資料 
資料５ 尾道港フェリー年間利用客数に関する資料 
資料６ 学校に関する資料 
 
 
 



 

 

めあてに対する評価規準を示すルーブリック 

尺度（評点・レベル） 記述語 

A（理想的） 複数の資料を関連付け，メリット・デメリットを踏まえた上で，さらに，しまな

み海道では島しょ部の観光資源が有用であるため，ストロー現象を単純に当ては

めることが出来ないことに着目したまとめができている。 

B（合格） 複数の資料を関連付け，メリット・デメリットを踏まえ，結論を導きだしている。 

C（乗り越えさせた

い実態） 

複数の資料の関連付けができていない。 

 

 

 

 

 

 

ができている。 
【行動観察】 

★思考・判断・表現 

９ 本時の振り返り。 

振り返りを記入する。 

 

◇他の生徒の考えを聞き，深まった点など，

高西中学校の振り返りの仕方に沿って振り

返りを記入する 

 

・これまでの学習で，しまなみ海道もストロー現象が起き，島などの田舎では，人口流出が

起こり，社会的・経済的な打撃を与えると考えていたが，サイクリングの観光資源は人を引

きつける力があり，島にも経済にプラスの働きをすることがわかった。 
・しまなみ海道は，他の 2 本の橋，と違い，観光面の影響が強く出ることを見つけ，まとめ

ることができた。今後は，他の高速道路なども同じような現象を引き起こすのか調べてみた

い。 


